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562　偶然発見された縦隔異常影に対するシンチ

グラフィーの意義

　　山岸嘉彦，渡部英之，佐藤雅史，疋田史典，

　　篠原義智，今村　純，鍛　喜美恵

　　（日本医大第二　放）

　集団検診や人間ドックなどで，胸部間接または直接

X線写真上，縦隔異常影を呈した例について，種々の

画像診断を行ない，シンチグラフィーの意義につき検討

した。

　対象は最近約2年半に経験した30例（抄録〆切時）

で，内容は腫瘍7例，動脈瘤を含めた血管異常13例，

サルコイドージス6例，その他4例であった。

　シンチグラフィーとしては，RIアンジオグラフィ

ー ，プールシンチグラフィーおよびGaシンチグラフ

ィーなどが施行されたo

　腫瘍には，Gaシンチグラフィーが，血管性病変に

はRIアンジオグラフィーとプールシンチグラフィー

が，また，サルコイドージスにはGaシンチグラフィ

ーが有用であった。さらに腫瘍7例のうち，6例，大

動脈瘤6例のうち，2例に手術が行われた。

　集検やドックで，胸部単純X線写真上縦隔の異常を

発見することは決して少なくなく，症例によっては，

シンチグラフィーが有用な検査法の一つであると考え

られた。
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563　腹膜悪性中皮腫における67G・シンチグラ

フィの臨床的有用性

　増田英明，三本重治，安田三弥（横浜市立市民・内）

国安芳夫，安河内浩（帝京大・放）

　腹膜悪性中皮腫は比較的稀な腫瘍であるが近年アス

ベストとの関連から発生の増加がみられ注目されつつ

ある疾患であり，現在までに本邦で107例の報告がさ

れている。我々は5年間に本症を4例経験し67Gaシン

チグラフィの有用性について検討し若干の文献的考察

を行なったのでその結果について報告する。

　我々の経験した4例はいずれも腫瘤形成型悪性中皮

腫であり組織型は線維性中皮腫2例，混合性中皮腫2

例である。いずれも腫瘤部位に一致して67Gaシンチグ

ラフィで異常集積が認められており，病変の広がりを

知る上で有用であった。又，本邦において67Gaシン

チグラフィについて記載の明らかな悪性腹膜中皮腫12

例（本4例も含めて）についてその集積を検討を行な

った結果，12例中10例（83．3％）に異常集積を認め

ており67Gaシンチグラフィは腹膜悪性疾患の中で最も

多くみられる続発性腹膜癌症との鑑別に役立ち，かつ

病変の広がりを知るうえで非常に有用な検査であるこ

とが明らかとなった。

564　3核種を用いた胸腺シンチグラフィーの臨

床病理学的研究

　　杜　英樹，森本雅己，疋田仁志，中西文子＊

　　（信州大　2外，放）

565　抗腫瘍モノクローナル抗体にょる

radioimmunodetectionの基礎的検討
　　　東　静香．国安芳夫，新尾泰男，河窪雅宏．
　　　寛　弘毅、安河内　浩（帝京大．放）

　201T1，67Gaおよび75Seの3核種を用いて胸腺腫への集

積陽性率，組織型，臨床病期および再発時の集積陽性

率を検討したので報告する。

　3核種を使用した症例は38例あり，そのうち18例に

重症筋無力症が合併していた。201T1シンチ陽性例は30

例（78．9％），67Gaシンチ陽性例14例（36．8％），75Seシ

ンチ陽性例19例（50％）であった。組織型（E．P．：上皮細

胞優位，L．　P．：リンパ球優位，　M．C．：混合型）では201Tl

シンチ陽性30例中E．P．は8例，　L．P．は10例，　M．C．は12

例であり，67Gaシンチ陽性14例中E．P．は4例，　L．P．は6

例，M．C．は4例であった。75Seシンチ陽性19例中E．　P．は

10例，L．P．は5例，　M．C．は4例であった。臨床病期との

関係では201T1シンチ陽性30例中1期9例，　ll期7例，

皿～IV期14例であり，67Gaシンチ陽性14例中1期3例，

ll期3例であり，皿～IV期8例であり，75Seシンチ陽

性19例中1期6例，皿期4例，皿～IV期9例であった。再

発症例は5例あb201Tlシンチ陽性5例，研Gaおよび75Se

シンチ陽性3例であった。

　以上の結果から3核種による胸腺シンチグラムの有

用性を検討した。

　私共は腫瘍モノクロナール抗体によるradio
・ ｜m刷nodetectlonを行なう前段階としてモノクロー

ナル抗体の種々細胞に対する親和性及び標識につい
て検討した。

　ヒト子宮頸部癌（Hela）株化細胞を感作したマウス

リンパ球とマウスミエローマ細胞（P3Ul）を融合し抗

Hela細胞モノクローナル抗体を作製した。マウス腹
水から得られた抗体は（8．6mg／ml　protein）affinlts

chromatographyにより1gGに分け．Hela細胞、ヒト
咽頭癌（Hep－2）．正常ヒト細胞（FL），アフリカミF

リザル腎（Vero）に対しその親和性をll・N，mg　cell

binding　assay法により検討した。その結果lgGの
Hela細胞に対する親和性は24．5％であったのに比べ
Hep－2．FL．、eroに対しては夫々．7．1％．6．7か6．3％

で，1gG抗休は子宮頸部癌細胞に対し特異的である
ことが示唆された。その他，1・131．ln－111標識に関

する諸条件も検討したので報告したい。
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